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研究成果の概要（和文）：CT被ばく線量webシステムWAZA-ARIv2の開発を行った。日本原子力研究開発機構の開
発した日本人成人男女の様々な体格（痩せ型、肥満型など）およびフロリダ大学の開発した若年層の乳児や小児
等（0,1,5,10,15歳）の数学的ファントムを格納し、被ばく線量推定を可能とした。本システムは輸送コードシ
ステムPHITSを使用して計算された線量係数データセットを参照してユーザの要求に応じて組織線量を計算す
る。これらの数学的ファントムはアジア人体型であるので、WAZA-ARIv2はアジア諸国の患者被ばく線量評価に適
している。本研究課題内にて80列以上の多列化CT装置のデータベースを実装した。

研究成果の概要（英文）：We developed a web-based CT dosimetry system, WAZA-ARIv2. To enable the dose
 calculation for a wider range of subjects, WAZA-ARIv2 utilizes voxelized non-uniform rational 
B-spline (NURBS)-based phantoms developed by Florida University (0, 1, 5, 10 and 15 years child, 
both sexes) in addition to the JAEA voxel phantoms of the average-sized Japanese male and female. It
 is also capable of calculating doses to adults with small, large and extra-large body sizes. The 
system computes tissue doses on user’s request referring to the dose coefficient datasets that have
 been calculated using the Particle and Heavy Ion Transport code System (PHITS). As the phantoms 
used represent physiques of Asian population, WAZA-ARIv2 is appropriate to calculate patient doses 
in Asian countries.

研究分野： 放射線科学
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１．研究開始当初の背景 
 近年、医療現場においては、CT 検査は有
益な診断法として広く普及している一方で、
被ばく線量評価は比較的高く、特に若年層の
患者等に対して過剰な被ばくをうけないよ
うに注意を払うことは必要である。また、日
本は世界的にも CT 装置の台数は非常に多く、
その被ばく線量の実態を把握することは課
題であった。そこで我々は、2007 年より CT
診断検査における患者の臓器被ばく線量の
評価を可能としたwebシステム “WAZA-ARI”
の開発を進め、平成 24 年 12 月に大分県立看
護科学大学にて試験運用を開始し、平成 27
年 1月より放射線医学総合研究所の管理下に
て WAZA-ARIv2 として本格的な運用を開始し
ている。WAZA-ARIv2 は Web ヴラウザ経由の簡
単な操作により撮影条件に応じた各臓器の
被ばく線量と実効線量の情報を入手できる
システムである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、WAZA-ARI システムにお
いて、検出器 80 列以上の多列化 CT 装置
（MDCT）の線量評価の実現に向けた開発と
WAZA-ARI の拡張である。 
 
３．研究の方法 
 80 列以上の CT 装置における被ばく線量に
影響する CT 線源のエネルギーとその分布の
推定法を確立するために、これまで使用して
きたガラス線量計と新たにペンシルビーム
測定器Piraniaを用いてデータを比較検討し
た。80 列 CT 装置として東芝製 Aquilion 
Prime、160 列 CT 装置して東芝製 Aquilion 
ONE の線質・分布を取得しモンテカルロ用線
源データを作成した。また、線量評価の対象
となる患者として様々な体格（痩せ型、肥満
型など）の成人男女の他、若年層の乳児や小
児等（0,1,5,10,15 歳）の臓器線量および実
効線量を計算できるように 18 体の人体ボク
セルファントムを利用した。作成した線源デ
ータとボクセルファントムおよびモンテカ
ルロ計算コードPHITSを用いて臓器線量デー
タベースを構築した。その後、web 上の
WAZA-ARIv2 システムにて臓器線量および実
効線量を計算できるようにデータをセット
した。 
 
４．研究成果 
 WAZA-ARIv2システムにて東芝製80列CT装
置および160列CT装置の管電圧80kVと120kV
の臓器線量と実効線量の推定を可能とした。
線量評価の対象となる患者として様々な体
格（痩せ型、肥満型など）の成人男女の他、
若年層の乳児や小児等（0,1,5,10,15 歳）を
想定して被ばく線量を計算するための機能
を追加した。またユーザの協力により被ばく
線量の実態の統計データを収集することが
できる機能を追加した。 
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